
プラン策定の趣旨
市民、地域コミュニティ、企業、関係機関・団体及び市などすべてが協働

して、国籍を超えた多様な文化や価値観が共存し、だれもが安心して暮ら

せるまちづくりに取り組んでいくために、これまでの取り組みを検証し、

実態に即した内容に改め、第２次プランを策定するものです。 

プランの 

位置づけ

プランの期間
プランの期間は、平成31(2019)年度からの 10年間とし、プランの目標

年度を令和10(2028)年度とします。なお、令和５(2023)年度を目途に、

社会状況に応じて、内容の見直しを行います。 

プランの基本理念 

基本目標と施策 

第２章 現状と課題

大野城市の国際化を取り巻く現状と課題 

大野城市の国際化の現状 

◆ 外国人市民総人口：785人（2005年度末より約1.5 倍増） 

◆ 国 籍 別 比 率：中国 ＞ 韓国 ＞ ベトナム ＞ フィリピン 

（上位４カ国）※この4ヶ国で全体の74.2％を占める。 

◆ 在留資格別比率：永住者 ＞ 留学 ＞ 特別永住者 ＞ 技能実習 

1 号ロ（上位４資格） 

◆ 行政区別比率：白木原 ＞ 下大利団地 ＞ 上大利 ＞ 下大利 

（上位４行政区）※特別永住者を除く外国人市民 

課題◆外国人市民への情報提供の充実・生活サポート⇒【基本目標Ⅰ】 

  生活情報などの確認の場がわからない、不安心配を抱える方が多い 

◆外国人市民とのコミュニケーション・相互理解⇒【基本目標Ⅱ】 

相互理解を深める交流の場が求められている 

◆国際化推進の担い手の育成・外国語能力の向上⇒【基本目標Ⅲ】 

グローバル化が進展する中、対応できる人材育成が求められる

[ 国 際 交 流 ] 
①国際感覚あふれる人材の育成 
●外国語スピーチコンテストの実施 

②国際交流活動の推進 
●大野城市国際交流協会の活動に対する支援 

[ 国際理解・国際協力 ] 
③国際協力活動の推進 
●JICA（独立行政法人国際協力機構）などと連携した国際協力 

活動に関する情報の提供 

基本目標Ⅲ 国際感覚の豊かな人づくり 

 [ 生活サポート ] 
①生活サポート体制の充実 
●市ホームページにおける外国語での「Joe’s  NEWS」（市広報

抜粋版）をはじめとした生活に役立つ情報発信 

●各種相談に対する情報の集約と提供 

●市内事業者に対する外国人労働者受け入れに関する研究 

②外国語による各種制度等の情報提供の充実 
 ●市役所窓口などにおける外国語版のチラシ・パンフレット・説明

資料などの設置、配布 

 [ 教 育 ] 
③小中学校での学習支援 
●小・中学校日本語支援ボランティアの派遣 

[ 防 災 ] 
④外国語による防災意識の啓発 
●防災に関する情報の市HPや SNSへの掲載 

●出前講座などを活用した外国人市民対象の防災講座の実施

基本目標Ⅰ 外国人市民も安心して快適に 

暮らせる環境づくり  [ 相 互 理 解 ] 

[ 相互理解 ] 
①国際交流・異文化理解の機会の促進 
●国際交流協会をはじめ、近隣の大学や、日本語学校、留学生協会

などと連携した国際交流活動の実施 

[ コミュニケーション ] 
②外国人市民の日本語学習の機会の提供 
●大野城市近郊で開催されているボランティアによる日本語教室 

の情報提供 

[ 外国人市民の社会参画 ] 
③外国人市民の地域への参加促進 
●市ホームページや、SNSなどを活用した国際関係団体のイベン

ト情報や活動内容の積極的周知 

④地域資源を活用した国際化の推進 
●市内の店舗などへの福岡県インバウンド協力店制度（福岡よかと

こ魅力発信応援団）等の活用推進 

基本目標Ⅱ みんなが主役“まどか”な 

コミュニティづくり 

第２次大野城市国際化推進プラン 概要版

ひろがる世界 つながる人 にぎわうまち「ＯＮＯＪＯ」

※ ●は重点プロジェクト


